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伊
奈
半
十
郎
忠
治
と
毛
有
の
薬
師
堂 

江
戸
幕
府
が
成
立
し
、
徳
川
家
康
は
重
臣
の
伊
奈
備
前
守

忠
次
に
、
利
根
川
の
流
れ
を
内
海(

東
京
湾)

か
ら
外
海
の
銚

子
へ
換
え
る
「
利
根
川
の
東
遷
」
を
命
じ
ま
し
た
。 

伊
奈
忠
次
は
、
此
の
大
事
業
を
息
子
の
伊
奈
半
十
郎
忠
治

に
繋
ぎ
、
伊
奈
家
二
代
に
渡
り
ほ
ぼ
完
成
と
し
た
。 

戦
乱
の
世
も
終
わ
り
、
徳
川
の
世
が
安
定
期
に
入
り
始
め

た
寛
永
年
間(1

6
2
4

～1
6
4
4

）
、
関
東
郡
代
と
な
っ
た
伊
奈
半

十
郎
忠
治
は
、
洪
水
を
防
ぐ
た
め
の
利
根
川
の
東
遷
と
と
も

に
利
根
川
支
流
の
鬼
怒
川(

栃
木
県
日
光
市
鬼
怒
沼)

と
小
貝

川(

源
流
は
栃
木
県
那
須
烏
山
市
曲
畑)

を
分
離
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
取
手
市
小
文
間
の
戸
田
井
付
近
の
台
地
を
切
り
開

き
、
利
根
川
と
合
流
す
る
小
貝
川
人
工
河
口
と
、
水
海
道
で

小
貝
川
に
流
れ
込
む
鬼
怒
川
泥
地
の
河
川
分
離
と
人
工
河
口

の
流
路
が
完
成
し
、
小
貝
川
は
取
手
市
利
根
町
河
口
で
、
鬼

怒
川
は
守
谷
で
利
根
川
に
合
流
さ
せ
ま
し
た
。 

小
貝
川
は
鬼
怒
川
と
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
で
川
の
流
れ
が

が
安
定
し
、
寛
永
７
年(1

6
3
0
)

に
は
岡
堰
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
岡
堰
に
た
め
ら
れ
た
水
が
用
水
と
な
り
、
相
馬
二
万
石

と
呼
ば
れ
る
広
大
な
新
田
が
誕
生
し
ま
す
。 

し
か
し
、
工
事
は
現
在
の
よ
う
に
簡
単
で
は
な
く
、
多
く

の
労
力
と
様
々
な
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
行
わ
れ
、
勢
い

の
強
い
水
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
に
、
萱
と
竹
を
使
っ
た
独

特
の
工
法
で
あ
る
「
伊
奈
流
」
が
苦
労
の
末
に
編
み
出
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
、
人
々
は
堤
防
や
堰
の
決

壊
時
に
は
、
こ
の
伝
統
的
な
工
法
で
る
「
伊
奈
流
」
で
危
機

を
乗
り
切
っ
て
き
た
様
で
す
。 

忠
治
、
文
禄
元
年(1

5
9
2
)

～ 

承
応
２
年(1

6
5
3
) 

関
東
三
大
堰(

せ
き) 

取
手
市
を
流
れ
る
小
貝
川
対
岸
の
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
福
岡
堰
が
あ
り
、

桜
の
名
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前

は
山
田
沼
堰
と
言
い
ま
し
た
。 

此
の
堰
の
下
流
に
岡
堰
が
設
け
ら

れ
、
更
に
下
流
の
利
根
町
に
豊
田
堰
が

あ
り
、
関
東
三
大
堰
と
云
わ
れ
て
い
る 

堰
の
役
割
は
、
用
水
路
や
排
水
路
を

開
削
し
て
谷
和
原
三
万
石(

常
磐
自
動

車
道
谷
和
原
イ
ン
タ
ー)

と
、
相
馬
二
万

石(

取
手
市
、
守
谷
市
、
利
根
町)

を
開
発

し
て
、
江
戸
の
食
糧
源
と
な
り
ま
し
た
。 

取
手
市
毛
有(

け
あ
り
、
日
清
食
品
取

手
工
場
近
隣)

の
薬
師
堂
は
、
伊
奈
忠
治

が
眼
病
と
な
っ
た
と
き
に
、
岡
堰
用
水

組
合
の
村
々
の
農
民
が
病
気
が
治
る
こ

と
を
祈
っ
て
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

現
在
で
も
取
手
開
発
の
功
績
者
と
し
て

厚
い
尊
敬
を
集
め
て
い
ま
す
。 (

写
真
、
昭
和
27
年
頃
の
岡
堰) 

岡
堰
４
本
の
用
排
水
路 

表
郷
用
水
路
、
小
文
間
の
戸
田
井
橋
で
小
貝
川
に
合
流 

裏
郷
用
水
路
、
高
須
で
小
貝
川
に
合
流 

 

西
浦
川
、
桜
ヶ
丘
で
北
浦
川
に
合
流 

 

北
浦
川
、
桜
ヶ
丘
で
小
貝
川
に
合
流 

 
 

五
箇
村
用
水
路
、
北
浦
川
枝
流 

相
野
谷
川
、
下
高
井
か
ら
城
根
で
利
根
川
に
合
流 

 

相
野
谷
川
は
小
貝
川
と
は
別
流
の
一
級
河
川
で
す
。 

相
馬
二
万
石
と
大
都
市
江
戸 

 

取
手
河
岸
か
ら
船
積
み
さ
れ
た
、
相
馬
二
万
石
の
農
作
物

や
鮮
魚
は
、
利
根
川
を
関
宿
迄
上
る
船
輸
送
か
、
ま
た
は
取

手
対
岸
の
布
佐
や
布
施
か
ら
馬
に
よ
る
陸
送
で
し
た
。 

 

特
に
布
佐
の
「
な
ま
街
道
」
は
、
鮮
魚
を
翌
朝
に
は
日
本

橋
の
魚
河
岸
に
届
け
た
急
行
便
で
、
利
根
鮭
や
鰻
な
ど
は
生

き
た
ま
ま
競
り
に
か
け
た
人
気
商
品
だ
っ
た
様
で
す
。 

 

取
手
で
は
見
か
け
ま
せ
ん
が
、
我
孫
子
市
柴
崎
に
は
「
さ

ば
大
師
」
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
の
大
店
が
相
馬
霊
場
に

お
遍
路
さ
ん
を
連
れ
て
来
て
い
た
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

明
治
23
年
利
根
川
と
江
戸
川
が
利
根
運
河
に
よ
っ
て
、
短

絡
路
が
出
来
、
関
宿
経
由
よ
り
一
日
早
く
水
海
道
や
土
浦
、

銚
子
が
近
く
な
り
、
比
例
し
て
取
手
も
潤
い
ま
し
た
。 

 

取
手
市
下
高
井
出
身
の
廣
瀬
誠
一
郎
は
、
此
の
利
根
運
河

開
通
の
た
め
に
、
茨
城
県
議
を
辞
め
自
家
の
財
産
を
懸
け
て

利
根
運
河
株
式
会
社
を
創
立
し
た
偉
人
と
い
え
ま
す
。 

 

「
晩
秋
の
取
手
町
寺
原
と
岡
を
訪
れ
る
散
歩
道
」 

 

毛
有
の
薬
師
堂
は
、
一
般
利
用
者
向
の
公
共
交
通
機
関
が

無
く
、
非
常
に
不
便
な
場
所
で
す
。 

し
か
し
、
ト
イ
レ
や
休
憩
場
所
、
解
散
場
所
で
の
交
通
機

関
な
ど
を
考
慮
し
て
８k

m

程
度
で
半
日
の
コ
ー
ス
が
出
来

ま
し
た
。
更
に
秋
の
銀
杏
の
紅
葉
時
期
を
選
び
歩
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

常
総
線
ゆ
め
み
野
駅
出
発
８
時
30
分
、17

0
0

ｍ
さ
く
ら
荘

集
合
９
時
、
表
郷
用
水
～3

9
0
0

ｍ
毛
有
の
薬
師
堂
伊
奈
忠
治

の
碑(

休
憩)

～2
3
0
0

ｍ
東
漸
寺
と
目
隠
し
銀
杏
、
県
重
文
の

山
門
の
東
漸
寺
で
解
散1

2
:3

0

の
予
定
で
す
。
、
西
取
手
駅
迄

案
内7

0
0
m

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熊
倉 
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伊
奈
半
十
郎
忠
治(

た
だ
は
る) 

誕
生 
文
禄
元
年
（1

5
9
2

） 

死
没 

承
応
２
年
６
月
27
日
（1

6
5
3
/7

/2
1

） 

別
名 

半
十
郎
（
通
称
） 

戒
名 

長
光
院
殿
東
誉
栄
源
周
居
士 

墓
所 

埼
玉
県
鴻
巣
市
の
勝
願
寺 

幕
府 

江
戸
幕
府
関
東
郡
代 

主
君 

徳
川
秀
忠→

家
光→

家
綱 

父 
 
 

伊
奈
忠
次 

 

武
蔵
小
室
藩
主
、
伊
奈
忠
次
の
次
男
。
通
称
名
半
十
郎
。 

勘
定
方
を
勤
め
て
い
た
が
、
父
の
没
後
、
跡
を
継
い
で
い

た
兄
忠
政
が
元
和
４
年(1

6
1
8
)

に
34
歳
で
若
さ
で
没
し
た
。 

し
か
し
嫡
男
忠
勝
が
８
歳
の
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
、
家
督

は
忠
勝
が
、
関
東
代
官
職
は
27
歳
の
忠
治
が
継
ぐ
こ
と
と
な

っ
た
。 

関
東
代
官
と
な
る
前
か
ら
幕
府
に
勘
定
方
と
し
て
出
仕
し

て
お
り
、
武
蔵
国
赤
山(

現
、
埼
玉
県
川
口
市
赤
山)

に
既
に
七

千
石
で
赤
山
城
を
拝
領
し
て
い
た
た
め
、
兄
の
配
下
だ
っ
た

代
官
の
多
く
が
忠
治
の
家
臣
と
な
っ
た
と
い
う
。 

忠
治
は
父
、
兄
の
仕
事
を
引
き
継
い
で
関
八
州
の
治
水
工

事
、
新
田
開
発
、
河
川
改
修
を
行
い
、
荒
川
開
削
、
江
戸
川

開
削
に
携
わ
っ
た
。 

江
戸
初
期
に
お
け
る
利
根
川
の
東
遷
事
業
の
多
く
が
忠
治

の
業
績
で
あ
り
、
鬼
怒
川
と
小
貝
川
の
分
流
工
事
や
下
総
国
、

常
陸
国
一
帯
の
堤
防
工
事
な
ど
を
担
当
し
た
。 

な
お
、
こ
の
業
績
を
称
え
て
忠
治
を
祀
っ
た
伊
奈
神
社
が
、

桜
の
名
所
で
あ
る
福
岡
堰(

現
、
茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
北

山)

の
北
東
、
つ
く
ば
市
真
瀬
に
あ
る
。 

ま
た
、
合
併
し
て
つ
く
ば
み
ら
い
市
と
な
っ
た
旧
筑
波
郡

伊
奈
町
の
町
名
は
忠
治
に
由
来
す
る
。 

伊
奈
部
落
名
は
現
存
し
ま
す
。 

父
の
忠
次
も
埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
の
町
名
の
由
来
と

な
っ
て
お
り
、
親
子
二
代
で
地
名
の
由
来
と
な
り
珍
し
い
例

で
あ
り
意
味
深
い
。 

な
お
、
忠
勝
は
翌
年
に
９
歳
で
病
没
し
小
室
藩
は
無
嫡
廃

絶
と
な
る
が
、
名
跡(

み
ょ
う
せ
き)

と
し
て
の
伊
奈
氏
は
忠

政
次
男
の
忠
隆
が
継
い
で
お
り
、
忠
治
は
傍
系
で
あ
る
。 

「
関
東
郡
代
」
と
い
う
職
名
の
正
式
な
設
置
は
寛
政
４
年

(1
7
9
2
)

で
あ
り
、
当
初
の
関
東
郡
代
は
忠
治
か
ら
の
代
々
に

自
称
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

忠
治
の
業
績 

元
和
年
間(1

6
1
5

〜1
6
2
4
) 

吉
見
領
囲
堤
：
武
蔵
国
吉
見
領 

（
現
、
埼
玉
県
比
企
郡
吉
見
町
） 

寛
永
５
年(1

6
2
8
) 

中
山
道
の
移
設
に
よ
る
大
宮
宿
の
形
成
、 

：
氷
川
参
道
西
側
に
街
道
を
付
け
替
え
て
宿
や
家
を
街

道
沿
い
に
移
転
さ
せ
、
現
在
に
至
る
大
宮
の
町
の
基
を

創
る
。 

寛
永
６
年(1

6
2
9
) 

荒
川
瀬
替
え 

：
武
蔵
国
久
下
〜
川
島(

現
、熊
谷
市
〜
比
企
郡
川
島
町
） 

寛
永
６
年
、
見
沼
溜
井
、
八
丁
堤 

寛
永
６
年
～
寛
永
７
年(1

6
3
0
)

、
鬼
怒
川
と
小
貝
川
の
分
流 

寛
永
７
年
、
新
綾
瀬
川
開
削 

：
武
蔵
国
内
匠
新
田
〜
小
菅(

現
、
東
京
都
足
立
区
） 

寛
永
12
年(1

6
3
5
) 

江
戸
川
開
削 

：
下
総
国
関
宿
〜
金
杉 

(

現
、
野
田
市
〜
埼
玉
県
北
葛

飾
郡
松
伏
町
） 

寛
永
12
年
、
佐
伯
渠(

き
ょ
、
茨
城
県
五
霞
村
小
手
指) 

正
保
元
年(1

6
4
4
) 

北
河
原
用
水 

：
武
蔵
国
北
河
原
（
現
、
埼
玉
県
行
田
市
） 

 

一
部
小
説
で
は
玉
川
上
水
工
事
の
二
度
の
失
敗
の
責
任
を
取

り
切
腹
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
切
腹
は
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
で
す
。
忠
治
の
意
見
に
対
抗
す
る
請
負
人
に
邪
魔
者
扱
い

さ
れ
て
い
た
み
た
い
で
す
。 

                  

鴻
巣
駅
徒
歩
10
分
、
古
刹
勝
願
寺
境
内
の
忠
次
と
忠
治
の
墓
石
。 

 
 
 
 

2
0
1
5

年
桃
の
節
句
、
撮
影 

熊
倉 
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今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
岡
堰
の
小
貝
川
か
ら
分
流
す

る
、
表
郷
用
水
幹
線
を
国
道
６
号
の
手
前
に
あ
る
毛
有
の
薬

師
堂
を
目
指
し
ま
す
。
地
図
の
用
水
路
は
、
現
在
で
は
様
子

が
若
干
違
い
ま
す
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

表
郷
用
水
幹
線
は
岡
堰
か
ら
水
路
が
二
本
に
分
か
れ
て
描

か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
利
根
水
支
線
を
歩
き
ま
す
。 

よ
く
見
る
と
相
野
谷
川
と
ク
ロ
ス
し
て
い
ま
す
、
川
が
ク

ロ
ス
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

県
道1

3
0

号
沿
い
の
宗
仁
会
病
院
の
脇
で
す
。 

表
郷
用
水
幹
線
は
、
常
磐
線
を
超
え
て
光
風
台
団
地
の
脇

道
と
並
行
し
て
、
一
直
線
に
小
文
間
の
台
地
に
突
き
当
た
り

東
へ
と
戸
田
井
橋
の
袂
で
小
貝
川
に
合
流
し
用
排
水
の
役
割

を
終
え
ま
す
。 

上
図
の
用
水
路
に
よ
る
新
田
開
発
で
、「
相
馬
二
万
石
」
と

言
わ
れ
る
穀
倉
地
取
手
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
「
谷
和
原

三
万
石
」
と
合
わ
せ
て
、
江
戸
と
い
う
大
都
市
の
食
糧
産
地

に
な
り
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。 

            

                

             

表郷用水幹線と薬師堂 

相野谷川と寺田橋 

毛有薬師堂 
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東
漸
寺
解
散
か
ら
帰
路
、
西
取
手
駅
ま
た
は 

 
 
 
 
 
 
 

J
A

と
り
で
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

 

伊奈忠治像 


